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て
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･

軌

範

･

五
､
湧

出

量
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･奨

化

.

温
泉
の
執
日
量
が
永
年
的
に
憂
化
す
る
罫
は
改
瓢
し
得
る
事
で
あ
さ
'
又
其
賓
例
も
あ
る
が
'
本
研
究
に
於
て
は

測
定
潮
間
が
敷
-
新
の
如
d
長

年
的
憂
化
h
J充
分
瀧
明
ーこ
す
る
届
は
出
凍
夜
か
つ
ね
｡
併
し
を
が
ら
二
三
の
泉
源
に

放
て
は
一
年
飴
ーこ
亘
み
向
境
の
測
定
計
捜
す
返
す
乙
.J
Jが
出
家
ね
か
ら
之
に
ょ
つ
て
季
節
的
憂
化
の
有
無
AJ知
ら
得

た
初
.y
･泡
雪

尤
む
草
に
季
節
的
象
化
を
知
る
日
的
‥に
も
少
な
-
皇

TE
r年
位
の
連
続
的
測
定
の
あ
る
事
が
望
9{し

い
が
'
哀

研
究
に
於
七
は
此
黙
が
不
充
分
在
る
の
ネ
在
ら
ず
'
由

定
期
問
や
空

の
掛
の
ポ
ン
プ
使
用
開
始
､
大
津

屋
新
泉
源
の
儲
置
等
の
改
造
工
事
が
行
は
れ
た
か
杢

湧
出
量
の
慶
化
も
複
兼
に
夜
つ
ね
が
t
､昭
和
五
年
二
月
か
ら

翌
年
二
頂
.に
至

空
重
間
の
謝
濯
賓
僻
か
ら
此
期
間
に
放
け
TP
鼻
他
の
概
況
七
窺
ふ
尊
は
出
衣
,P
P

湧
出
量
計
算
の
資
料
は
湧
出
槽
内
の
鏡
面
の
上
昇
を
時
間
的
lこ
測
定
し
カ
も
の
で
あ
る
が
'
湧
用
量
麺
他
の
相
互

城
崎
艶
泉
に
裁

い
て

究

一



地

球

妨
二
十
七
各

節
二
雛

(
0

関係む知渇だけの目的には一々湧出量を計算ぜすとも､尺度の一定の限界の間を湯両の上昇するほ要する時間を比較するだけで充分である｡此場合は時間が長いのは湧出量の少ない革をホすのであ

る.今苗に四泉源は就て測定したる資料を率不する｡

節
四
表
の

1

楠
の
湯
窮

一
泉
源

箪
四
表
の
二

西
村
屋
泉
源

ifu光期間
iltlj起平均相成より相成より

担1数泉汎15-353mFJltI]15-40cm間
豊喜年…月…門45570
分秒
224
.
9
分秒
322ユ

豊喜喜讐
1
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.
5222
.
2330
.
9

豊喜写孟l457.2156.7240.1
豊喜8
8
書写l557
.
3150
,
6233
.
3
豊‖王墓21457.224.2251.1
豊官主【3茎l
.
357
.
020
.
7244
.
3

豊喜…至芸13

2

53
.
4

55
.
7

338
.
4

411
.
5
-

mL]淀 期 間 測光回数 呼-狗泉隠 柑 底 よ り10-45cm間糟底 よ り10-55cm問

裏 年 三月lSBi 3 051.7 分 秒11 50.9 分 秒17 39.7

白6 2 21葦5 2.24日5 5 31繋5 6 1 6 52.4 11 39.9 17 10.1
4 51.6 12 49.6 19 58.0

豊65 写 孟 l 4. 53.5 11 17.5 16 41.8

I;J5 8 29j至5 8 31招5 11 19豊5 11 21 5 53.7 11 15.0 16 30.5
4 52.5 11 52.5 17 55.4

豊… 妄 3日 3 52.4 11 30.5 17 10.2



姑
拘
束
の
三

御
所
湯
道
格
泉
源

姉四表の四 柳湯新一泉源 (柿谷旗舘前)

禁盈 ふ 締 鶴 Fn

5-'LIi2月10日. 1 056.2 1分3題 2分5品

裏 書 針 5 56.0-- 1 56.4 4 19.6

豊喜 喜 3封 3 56.6 1 50,3 4 4.1

霊 77 含1 8 56.4 1 43.7 3 27.8

豊喜 ≡ 3321 4 56.6 1 41.7 3 23.8

豊g 1111.基幻豊66 去 3iI 42 56.3 2 0.5 4 4,2
55.8 1 55.8 4 51.0

之
等
の
測
定
期
間
中
ーIだ
和
六
年
二
月
下
旬
大
津
屋
新
泉
源
を
罪
盤
し
多
量
の
湧

川
を見
た
か
ら
'
横
線
を
以
て
其

前
後
を
匿
別
し
て
あ
る
｡
又
御
所
湯
道
賂
泉
源
は
昭
利
六
尭
二

月
共
演
出
棺
を
改
造
し
た
や
b
､
其
前
後
は
尺
度
の

起
鮎
が
同

一
で
覆
い
.

之
等
の
結
果
は
第
三
周
に
聞
示
し
て
あ
る
が
､
之
を
見
る
に
殆
ル
ビ
絶
て
の
由

倉
に
七
月
上
旬
及
八
月
下
旬
の
湧

城
崎
派
兵
に
就

い
て

(

-

三



地

球

節

二
十
七
各

節

二

班

八二

山
は
他
の
季
節
は
於
け
る
よ
-
も
盛
ん
で
あ
る
が
､
五
月
未
頃
に
は
湧
出
が
最
旦
求
へ
る
や
う
で
あ
る
｡
閣
村
屋
泉

姉 三 園 甲

西付属泉源 (10-45掴)

第 三 閲 乙

⑳御)W･似流路放柑 (15-50桝)

㊨鵬 ノ髄節-泉源 (15-35榊)

○和樹節--･泉抑 (35-Go獅)

l l■t､■○.-l
_/ ー叫､ lEk

C○llIlt112 345もr1ll8 i旦
cI8和5年

つ
ー

介

3

2

源
は
政
も
測
定
に
健
で
あ
っ
て
多
数
の
測
定
で
あ
る
が
､
其
結
基
を
見
る
ほ
今
述
べ
た
外
に
翻

一
月
二
月
頃
湧
出
が

盛
ん
で
十

一
月
頃
に
盛
ん
で
夜
5
形
勢
が
見
え
る
｡

泉
源
の
湧
出
は
種
々
の
原
因
に
ょ
つ
て
担
化
す
る
事
を
漁
期
し
程
る
が
､
地
殻
内
部
の
状
態
若
-
は
使
用
状
況
に

基
因
す
る
永
年
壁
化
は
曹
-
措
き
､
上
記
の
如

き
季
節
的
鼻
化
は
気
象
撃
的
要
素
に
関
係
を
持
つ
革
が
多

い
｡

短
期
間
に
於
て
79
降
両
君
-
は
等
邪
け
等
が
影
響
し
ね
と
溜
は
れ
る
例
も
多
い
｡
前
に
浦
の
湯
第

一
泉
源
の
湧
出



最
を
竹
樋
よ
-
の
放
流
で
測
っ
た
結
英
を
述
べ
た
中
に
も
其
事
を
背

い
て
置
た
｡
此
時
は
四
月
五
日
未
明
よ
か
降
雨

が
あ
っ
て
'
七
日
夜
は
降
雪
を
見
ね
が
'
八
=
は
晴
天
と
な
-
雪
が
解
け
た
｡
此
為
は
楠
湯
第

一
泉
源
の
湧
出
量
が

著
し
-
樹
大
し
た
の
で
あ
る
が
､
第
五
未
の
下
部
は
示
す
如
-
閣
村
屋
泉
源
に
於
で
も

同
様
の
影
響
が

明
瞭

で

あ

第五嚢 降雨による湧出量の

塵化 (西村屋泉源)

刺 ./U .==j:期巨 侠 相成 よ tJ10-45桝 間

穿 秒11 37.911 37.711 36.9

Sl 午机31 Jr.fF;- :芸 匪 39:≡

6年2月下旬 火刑iLI.新来抑穿望藍

6 4 … 芸碧海 … け …:62

恒 - -

19誹 ;l… …:4.:≡

る
｡
西
村
屋
泉
源
に
北
で
は
昭
和
五
年
八

月
三
十
日
午
后
嚇
雨
の
降
っ
た
際
に
も
著

し
5,影
響
を
艶
め
ね
か
ら
､
第
五
表
は
之

を
併
記
す
る
｡

此
の
如
-
天
候
殊
に
降
雨
等
ほ
よ
-
湧

出
畳
が
著
し
-
鍵
化
す
る
か
ら
'
前
述
の

如
-

一
年
間
だ
け
の
測
定
を
列
べ
て
寓
に

季
節
的
鼻
化
を
確
言
す
る
は
不
確
賓
で
あ

る
が
､
各
時
期
の
測
定
値
は
数
日
は
亘
る

姑
苑
の
平
均
値
を
用
S
で
あ
る
か
ら
或
翠

皮
ま
で
は
季
節
的
鍵
化
を
衷
は
す
も
の
と
皿
は
れ
る
｡

六

ー

泉
源
相
互
の
関
係

渦
糸
の
湧
出
は
地
下
に
放
け
る
湧
出
魔
力
と
地
上
に
於
け
る
湧
出
口
の
状
況
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
O
従
っ

て
1

城
崎

縦
糸

に
就

い
て

:-b-.



地

球

妨
二
十
七
令

姉
二
雛

八
四

六

地
域
内
の
各
泉
源

は
瓦
に

密
接
の
闘
係
を
有
し
､

一
の
泉
線
の
状
況
を
塵
化
せ
し
ひ
れ
ば
用
陶
の
泉

源
が

其影
響

を

被
る
革
は
従
凍
常
に
経
戯
せ
ら
れ
た
所
で
あ
る
｡

城
崎
に
於

て
も
勿
論
同
様
で
あ
る
が
'
杵

に
其
数
量
的

闘
係
を
測

定
す
る
事
に
努
め
た
か
ら
､
小出
に
二
三
の
結
果
む
記
述
す
る

｡

三
木
屋
泉
源
と

西
村
屋
泉
源
と
は
道
路
を
隔
て
J
推
定
三
十
メ
-
･1
ル

覇
の
距
離
に
在
る
｡

昭
和
五
年

一
月二
十

二
日
夕
よ
旦

二木
屋
泉
源

湧
田
糟
の
底

の
栓
を
抜

い
て
放
流
し
た
｡
此
湧

出
管
の
上
船
は
湧

出
槽
の
底
よ
-
二

･

三
糎
の
高
さ
に
在
つ
ね
か
ら

'
此
時
の
湯
面
は
之
よ
-
精
上
に
在

っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
｡
此
状
態
に
於
三

1十

姉六衷 三木屋泉源と固相屋泉

源との関係

三
日

年前
西村
屋
泉
源
の
湧

出
量
を
測
定
し
､
次
に

午
后
四
時
頃
三
木
屋
泉
源
の
湯
面
を
糟
の
上
船
ま
で

高
め
た
｡
此
高
ru
は
糟
底
よ
み
六
六

二
二
糎
で
あ

る
｡

此

状
態
を
二
十
五
日
ま
で
轟
け
て
其
夕
刻
虹
に
水
面

を
始
の
状
態
に

復
L
t
之
等
の
各
状
態
に
於
で
西
村

屋
泉

源
の
湧
出
状

況
を

測
定
し
た
特
典
は
範
六
表
に

示
す
如
-
で
あ
る
｡

此
の
如
-
三
木
屋
泉

源
の
状
況
は
両
村
屈
泉
源
に

影
響
す
る
事
が
顕
著
で
あ
る
｡

此
表
の
内
三
木
屋
泉

源

の
湯
両
室
向
め
た
場
合
に
西
村
屋
泉
源
は
次
第
に

協
出
の
速
さ
を
増
し
､

一
恵
夜
の
後
最
も
盛
ん
ほ
を



っ
て
琳
び
和
や
逓
-
な
る
状
勢
を
不
し
て
居
る
O

次
に
昭
聖

ハ
年
二
月
下
旬
御
所
湯
浴
場
の
泉
源
の
内
大
津
屋
の
敷
地
内
の
薯
放
源
を
俊
蝶
の
代
わ
に
之
に
接
近
し

て
新
札
楳
計
鹿
穿
し
地
下
凡
そ
二
十
メ
ー
ト
ル
に
逢
し
て
毎
分
八
十
リ
ッ
ト
ル
轟
の
有
力
な
る
湧
出
を
見
る
に
護
っ

た
｡
此
名
に
所
々
の
在
来
泉
源
の
湧
出
が
著
し
-
影
響
を
受
け
た
｡
左

は
前
に
も
述
べ
て
聡
た
が
特
に
其
前
後
の
値

を
挙
げ
て
見
る
と
雛
七
衷
如
き
闘
係
を
不
し
て
居
る
｡

節-L茨 大津屋新泉源の影響 其-

鬼 抑 i 臼3月24El寅 .3月29Et

鵬の扮節-.西 村 尿御所暢道路i.1)L)暢-3iJ;一一 3分38秒､23 523 463 32

此
の
如
-
描
薯
在
る
影
響
を
生
じ
た
か
ら
､
史
に
賓
勝
的
研
究
を
進
め
て
､
新

親
株
の
湧
出
管
の
上
紬
に
約

一
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
の
竹
筒
を
添
加
し
､
管
内
の
湯

宙
を
壁
帝
位
ま
で
上
昇
せ
し
め
て
放
流
を
抑
魔
し
た
｡
此
作
業
を
行
っ
た
の
は
昭

和
六
年
三
月
三
十
日
午
前
十

一
時
四
十
三
分
で
あ
る
｡
之
よ
忠
相IJ
は
湧
出
槽
内
の

湯
面
は
糟
底
よ
カ
平
均
四
六

･
四
粗
の
高
さ
に
在
つ
ね
が
'
竹
筒
を
添
加
し
カ
場

合
に
は
其
中
の
湯
面
は
糟
底
よ
与
三

四

｡
○
糎
の
高
rDま
で
上
昇
し
て
停
止
し

た
｡
此
結
集
は
周
囲
の
各
泉
源
の
湯
面
が
高
ま
か
湧
出
量
を
増
加
し
た
革
は
勿
論

で
あ
る
が
､
史
に
四
月
四
日
午
盾

一
時
四
十
七
分
鑑
別
に
添
加
し
た
竹
筒
を
取
除

い
て
新
泉
源
を
再
び
放
流
し
た
る
に
'
其
湧
出
槽
内
の
湯
面
は
殆
ル
ビ
前
と
同

1i

の
高
rJ即
ち
四
六

･
三
観
に
な
っ
た
が
.
周
囲
の
泉
源
は
復
湧
出
畳
を
減
じ
た
｡

此
数
量
的
観
係
は
窮
八
束
に
示
す
通
-
で
あ
る
｡

城
崎
組
弟
に
就

い
て



地

球

第
八
表

大
鍵
屋
新
泉
源
の
影
響

其
二

節
二
十
七
令

丁

節
二
班

会

八

(10i4."35! .,,(2.;45,i(iS_536"15! 5, 鵬 池竹 tl-歪 .豪慧 蓋四 一独 占主(15-40)四 拍醐(油川fii)
紛 34秒一 一 - 1分 3秒 3分28秒l紛 18秒
6 19 2 35 - l l 3 43 - ll.7 -

- - - 12.6 3.1

- - - - - - ll.9

6 58 1 5 3 46 9 15 ll.8 2.8

8 18 4 9 6 48 - ll.5 2_8

2 46 3 10 2 52 0 69 - 7 2 17.8 4.8

- 2 14 - 16.0 4.5

2 32 2 28 3 7 .0 58 2 11 6 59 16.1 4.6

2 43 2 43 3 1 . 1 0 2 32 - 4.6

2 39 - 2 34 7 3

未
申
何
れ
も
新
泉
源
の
影
響
を
受
-
る
事

は
明
瞭
に
見
え
て
居
る
が
､
其
比
睦
的
少
な

き
も
の
の
内
御
所
湯
第

1
泉
源
及
び
盛
陀
雅

湯
第

一
泉
源
は
湧
出
量
の
特
に
著
し
い
も
の
t

で
あ
ヵ
､
又
柳
湯
泉
源
は
距
離
が
食
違
い
も

の
で
あ
る
｡
三
木
屋
第

1
泉
源
も
著
し
い
溺

出
畳
を
持
っ
て
居
ね
が
､
大
津
屋
新
泉
源
の

影
響
を
受
-
る
革
が
特
は
甚
だ
し
い
の
は
注

意
を
要
す
る
｡

七
p
輸
送
管
に
よ
る
冷
却

浴
糟
は
通
常
泉
源
と
別
の
所
に
設
け
る
必

要
が
あ
る
｡
之
は
使
用
上
の
便
利
の
外
に
地

下
水
浸
入
等
の
排
由
に
ま
わ
泉
組
の
低
下
し

た
棟
の
場
各
に
之
を
修
班
す
る
に
便
在
る
為

で
あ
る
.
然
る
は
泉
源
以
外
の
地
鮎
に
浴
槽

を
設
け
る
と
'
泉
湯
を
輸
送
す
る
途
中
で
池



皮
の
冷
却
を
見
る
慶
が
あ
る
｡
此
冷
却
は
輪

迭
管
の
状
況
J
J其
中
を
流
れ
る
湯
量
と
は
関

係
す
る
｡
醸
造
管
の
保
泡
能
力
を
よ
-
し
､

傾
斜
が
急
で
あ
っ
て
流
量
が
多

い
場
合
に
は

第
九
衷

楠
の
湯
第

一
泉
源

最
も
よ
-
冷
却
を
防
ぎ
得
る
革
勿
論
で
あ
る
｡
今
城
崎
に
於
で
測
定

し
た
二
三
の
場
合
を
拳
げ
る
と
次
の
如

き
も
の
で
あ
る
｡

鴎
の
湯
第

一
泉
源
か
ら
曹
浴
槽
に
泉
湯
を
送
る
ほ
は
竹
槌
を
邦
ひ

て
あ
っ
カ
が
'
竹
樋
の
直
種
六
エ
ハ
糎
'
蚤
長

一
八
･七
五
メ
ー
ト

ル

地
下
桝
投
の
深
さ
は
平
均
八
〇
糎
で
あ
っ
た
｡
此
樋
の
流
入
口
と
流

出
日
に
於
け
る
湯
狙
&
.測
っ

て箪
九
表
の
数
値
を
得
た
｡

此
表
の
内
で
昭
和
六
年
三
月
二
十
五
=
は
冷
却
が
特
に
基
だ
し
い

が
此
口
は
乗
甑
が
非
常

は
低
-
洗
畳
も
敢
79
少
夜
か
つ
カ
場
合
で
あ

城

崎

終
糸
に

就
い
て



地

球

窮

二
十
七

態

窮

二
舵

八八

1L
O

る
｡
流
量
の
多

い
時
は
気
温
は
低
-
と
も
冷
却
は
著
し
-
覆

い
傾
向
も
此
敦
よ
-
明
瞭
に
見
る
事
が
出
凍
る
｡

楠
の
湯
第

一
泉
陳
の
竹
樋
の
終
輔
は
大
気
中
は
放
流
し
て
あ
る
か
ら
､
衆
鶴
が
冷
却
は
槻
係
を
持

つ
部
が
著
し

い

様
で
あ
る
｡
他
の
泉
源
に
於
で
は
殆
止
ど
絶
て
輸
送
管
の
終
端
が
湯
溜
槽
君
-
は
浴
槽
は
連
っ
て
居
V
p
気
泡
の
影

響
を
受
け
る
非
は
著
し
く
な

い
｡
今
第
十
表
に
数
個
の
泉
源
に
北

で冷
却
を
測
定
し
た
結
基
を
率

不
す
る
｡

第十表 掩法による冷却

泉源 流慕 ヅ卜竺 芸 ∴ 袷却/~ヽ梅栄)

0.85 13.7.5g2 053.0 0.117
0.65 - 54.0 51.5 0.144

0.43 28.5 50.5 49.1 0.206

岩槻 芸 三 日 喜 0.30 8.6 56.0 48.8 0.199

此
姑
基
を
見
る
ほ
輪
迭
樋
の
地
表
よ
-
の
保
芸
に
腰
じ
て
冷
却
の
劉

合
は
小
で
あ
る
傾
向
堅

ホ
し
､
地
表
下
五

〇
糎
以
内
の
保
ru
に
於
で
は

一
光
に
つ

き
平
均
〇
･
二
度
伐
の
冷
却
率
で
あ
る
が
約

一
米
前
後
の
深

ruと
在
れ
ば

一
米
に
つ
き

〇
･
一
度
を
超
え
る
事
僅
少
で
あ
る
O

次
に
裏
川
湯
は
河
井
に
泉
源
を
有
L
t
前
に
は
湧
出
槽
と
し
て
直

種

約
四
十
五
糎
の
土
管
を
立
て
J
湯
両
室
口同
め
放
流
を
防

い
で
居
て
'
平

素
は
附
近
の
人
々
の
使
湯
と
な

っ
て
居
た
｡
此
泉
源
の
温
度
は
殆
ん
ど

六

〇
度
で
城
崎
弧
泉
と
し
て
は
最
高
池
で
豊
富
在
る
泉
纏
の

一
で
あ
っ

た
｡
土
管
の
上
端
は
河
水
面
上
約
五

〇
糎
で
あ
っ
た
が
'
湯
面
が
河
水

面
と
同
高
に
在
る
時
の
湧
出
量
は

一
分
間

一
凹
リ
ッ
ト
ル
で
あ
っ
た
｡

昭
和
六
年
十
二
月
は
至
-
一
の
湯
の
湧
泉
供
給
不
足
を
補
ふ
馬
に
此
菱

川
湯
を
殆
ん
ど
河
水
面
と
同
じ
高
さ
で
閉
塞
し
､
之
よ
-
戯
管
を
河
床

は
現
め
て

一
の
湯
に
引
用
し
た
｡
此
会
長
は

1
三
〇
メ

ー
ト
ル
飴
で
あ



っ
た
が
､
渦
度
は
泉
源
に
於
で
従
来
の
測
定
に
よ
-
約
六
〇
度
あ
る
べ

dJも
の
が
､
昭
和
六
年
二
月

一
日
に
は
管
報

に
於
で
は
三
九
度
枕
の
亀
鑑
に
な
っ
て
居
た
か
ら
管
長
二
光
に
つ
き
平
均

〇
･
小
六
庇
の
氾
鹿
低
下
で
あ
る
｡
此
鉄

管
は
直
径
約
五
規
の
瓦
斯
管
で
其
周
囲
を
約
七
組
付
の
厚
さ
に
粘
土
で
巷

て河
床
下
二
五
糎
の
操
さ
に
蛾
め
た
も
の

で
､
蔑
申
朗
々
に
蒸
菊
牧
の
枝
管
を
設
け
て
あ
っ
カ
｡
管
鼎
で
は
測
定
常
時
平
均

一
分
間
約

一
三
-
ツ
･L
ル
の
流
出

能
力
を
持
っ
て
居
た
｡
泉
源
よ
-
の
放
流
口
と
途
中
の
放
流
口
と
は
放
て
弧
庇
を
測
定
し
た
姑
典
よ
か
脱
皮
低
下
率

を
計
算
し
た
結
基
は
第
十

一
表
は
示
す
迫
-
で
あ
る
｡

第十一表 裏川湯輸送の冷却率

城
い松
組
泉

に
就

い
て

此
の
姉
基
に
於
で
前
半
部
の
冷
却
が
著
し
-
大
で
あ
る
の
は
特
別
の
構

造
に
閥
係
あ
る
と
も
恩

へ
粕
か
ら
､
恐
ら
-
脱
皮
の
高

い
部
分
に
於

で冷

却
が
著
し

い
籍
で
あ
る
と
;13
は
れ
る
｡

以
上
の
各
例
は
見
る
如
-
城
崎
弧
泉
に
於
で
は
愉
迭
管
と
し
て
竹
樋

三

助
管

.E
t
其
他
は
木
樋
を
川
S
で
居
る
が
'
其
脱
皮
低
下
率
は

一
光
に
つ

き
〇
二

乃
至
C
･
二
度
棟
で
あ
る
｡
之
を
他
の
温
泉
に
於
け
る
例
と
比
較

す
る
に
､
別
府
温
泉
地
域
内
の
鎖
輸
地
獄
よ
-
土
管
に
y
鶴
見
相
は
引
用

せ
る
79
の
は
管
長
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
腔
で
あ
っ
て
荷
約
六
〇
度
以
上
の

脱
皮
を
保
つ
か
ら
'
泉
源
の
温
度
を

一
〇
〇
度
を
わ

と
椴
定
し

ても
問

一

光
に
つ
き
僕
に
〇
･
〇
一
度
の
冷
却
に
過
ぎ
糾
｡
其
他
の
例
に
於
で
も
第

十
二
表
は
示
す
如
-
冷
却
率
は
僅
少
で
あ
っ
て
､
城
崎
に
於
け
る
場
各
は

先

.i

.I



地

球

弟

二
十
七
怨

特
は
著
し
い
損
失
を
し
て
居
る
事
が
明
か
で
あ
る
｡

鈴
こ
班

九
〇

一

二

第十二束 各地温泉の冷却率

～.I:Jt糸 輪 滞逮抑師 弟′ーヽ /'~ヽメ メT rト トノレ ノレ) )

ljJJlflJ:(抑tHllj)(4000)l - (100) 60 0.010

宇 奈 月 7000 51 950 95 65 0.004

.小 I=12000 280 425 69 45 0.002

fJl!亡: 煩 450 -- 10 67 43 0.055

比
の
如
-
城
崎
脱
炭
は
於
で
醸
造
は
よ
る
冷
却
の
著
し
-
大
で

あ
る
の
は
恐
ら
-
傾
斜
の
少
い
番
う
流
畳
の
少

い
事
等
79
勿
論
影

響
し
て
居
る
と
息
は
れ
る
が
､
構
造
は
於
で
も
荷
充
分
研
究
し
て

見
た
な
ら
ば
改
良
の
飴
地
が
あ
る
革
と
瓜
ふ
｡

八
､.
附

記

城
崎
脱
臭
の
椀
出
状
況
等
は
輔
し
て
は
大
概
以
上
は
述
べ
カ
通

-
で
あ
る
｡
温
泉
の
研
究
は
就
て
は
硝
化
尊
的
銀
分
は
紬
す
る
研

究
も
必
要
で
あ
る
が
､
之
は
既
に
種
々
の
分
折
の
姉
弟
が
磯
衷
n

机
で
居
る
か
ら
小出
に
述
べ
覆

い
｡

次
に
城
崎
温
泉
及
其
周
囲
の
地
貿
調
査
は
石
川
成
華
氏
が
主
と

在
り
'
熊
谷
助
教
授
､
村
上
講
師
と
共
に
現
地
に
就
て
行
っ
て
､

其
結
基
は
詳
細
に
兵
庫
腺
に
報
著
し
で
あ
る
｡
其
結
英
は
よ
れ
ば
督
地
域
の
基
磐
を
な
す
も
の
は
古

い
時
代
の
荘
梅

岩
で
あ
っ
て
､
第
三
紀
水
成
岩
暦
が
其
上
を
被
以
'
定
に
数
次
の
石
英
粗
面
岩
の
噴
出
が
あ
っ

て此
地
域
の
大
部
分

を
被
托
し
て
居
る
｡
其
後
の
噴
出
は
玄
武
岩
で
あ
る
が
.p
之
は
衆
口
岳
と
か
玄
武
洞
方
面
に
在
る
だ
け
で
あ
る
｡
温

泉
の
頭
出
し
で
屠
る
の
は
石
英
粗
面
岩
の
中
の
大
谷
川
の
演
谷
は
新
は
堆
積
し
た
地
層
に
於
で
ヾ
あ
る
｡
之
は
其
底



の
花
園
岩
に
辻
入
し
て
居
る
石
英
粗
面
岩
脈
に
漁
王
向
熱
の
噴
泉
が
あ
っ
て
､
新
堆
積
潜
の
地
下
水
を
併
合
し
て
泉

源
よ
-
地
表
は
湧
出
す
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡
現
在
の
池
魚
湧
出
地
域
内
に
於

では
前
述
の
如
-
新
泉
糠
を
設
-

れ
ば
鑑
は
在
来
泉
源
の
湧
出
は
影
響
す
る
状
態
は
在
る
が
'
地
質
調
査
の
粘
基
は
疲
れ
ば
埴
湯
の
尭
北
方
に
於
て

1

所
だ
け
石
英
粗
面
岩
脈
の
辻
入
し
て
居
る
も
の
が
磯
見
さ
れ
た
か
ら
'
若
し
新
に
試
港
を
行
ふ
琴
b
ば
此
岩
脈
に
近

さ
地
鮎
に
放
て
行
ふ
が
最
適
皆
で
あ
る
｡
従
凍
各
地
の
脱
臭
の
湧
出
は
此
の
如

き
岩
脈
と
密
接
な
る
補
係
を
持
っ
て

居
る
か
ら
で
あ
る
｡
而
し
て
此
地
鮎
は
最
も
近
い
浦
の
湯
ま
で
で
も
的
五
官
メ
ー
ト

ル
の
距
離
に
あ
っ
て
､
其
他
の

泉
源
は
史
に
遠
-
離
れ
て
居
る
の
み
在
ら
ず
'
湧
出
の
根
本
と
在
る
岩
脈
が
在
衆
の
も
の
と
金
-
別
で
あ
る
か
ら
J

試
盤
に
よ
少
新
に
湧
出
を
見
て
も
在
衆
の
泉
源
に
影
響
を
輿

へ
る
事
は
少

い
と
恩
は
れ
る
｡
但
し
穿
盤
の
結
果
必
ず

温
泉
の
湧
出
を
見
る
と

い
ふ
確
晋
が
あ
る
の
で
は
な
-
､
在
来
各
地
の
温
泉
に
於
け
る
泉
源
と
岩
脈
と
の
的
係
か
ら

判
断
し
て
､
此
地
に
於

でも
若
し
拭
艶
を
行
ふ
な
ら
ば
前
記
岩
脈
の
附
近
を
撰
ぶ
べ

き
で
あ
る
と

い
ふ
の
で
あ
る
｡

(終
身
)

城

崎

縦

糸

に
就

い
て

九
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